
 

 

 

 

（１）モデルの表現 
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           図 8.1 プラントモデルの表現 

（２）ＶＢＡプログラミング 

 

 

 

図 8.2 プログラミング手順 

（３）操作方法 

            図 8.3 Excelシート画面の操作方法 

（４）ステップ応答の結果 

                 図 8.4 プラントのステップ応答 

8.1 モデルのＶＢＡプログラミング 

Gp(s) 
ｒ ｙ 

モデルの表現 出力の計算 表示（グラフ化） 

①係数値を変更する。 ②スタートボタンを押す。 



（１） モデルの表現 

 プラントのモデル化は図 8.1 に示す通りです。詳しい説明は 2 章にありますので参考にしてくださ

い。 

（２） ＶＢＡプログラミング 

  下記のプログラムコードを簡単に説明します。 

 ①モデルの表現 

  まず、図 8.3 に示す Cells に入力したモデルのそれぞれの係数を読取り、離散化するための係数

b0～c0を計算する。つぎにその計算した b0～c0 をワークシート記入する。 

 ②出力の計算 

  For ～ To ～ Next で時間ｔ、出力ｙを繰返し計算する。 

  ｙ2＝ｙ1 : ｙ1＝ｙ は現在値ｙを１回前ｙ1、２回前ｙ2 まで逐次順送りする。 

 ③表示 

  Cells(  )でグラフ表示するためのデータをｔ、ｒ、ｙ順に Excel ワークシートに記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 操作方法 

  操作方法は簡単、図 8.3 に示す操作手順に従って、モデルの係数値を入力し、スタートボタンを

押します。 

（４） 結果の表示 

  図 8.4にステップ応答をさせた場合の結果を示します。横軸に時間ｔ、縦軸に出力ｙを表示して

います。 

サンプリング周期(Sampling Time) 


